
　
　

電
車
が
走
り

一
大
観
光
地
へ

産
業
の
発
展
な
ど
で
観
光
地
へ

と
変
化
し
て
き
た
定
山
渓
は
、
大

正
十
二
年
、
当
時
の
小
樽
新
聞
社

が
募
集
し
た
「
北
海
道
三
景
」
の

一
つ
に
選
ば
れ
て
か
ら
一
層
有
名

に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
貨
物
や
観
光
客
の
輸

送
が
増
加
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、

昭
和
四
年
、
定
山
渓
鉄
道
は
蒸
気

機
関
車
か
ら
電
車
へ
変
わ
り
、
輸

送
力
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

所
要
時
間
も
豊
平
か
ら
定
山
渓
ま

で
約
五
十
分
と
大
幅
に
短
縮
さ
れ

ま
し
た
。
当
時
、
郊
外
を
走
る
電

車
は
大
変
珍
し
く
、
東
京
以
北
で

は
初
め
て
の
も
の
だ
っ
た
た
め
、

電
車
を
見
物
す
る
つ
い
で
に
温
泉

に
行
こ
う
と
思
っ
た
人
も
多
か
っ

た
よ
う
で
す
。

　
電
車
に
な
っ
て
か
ら
は
、
一
日

の
平
均
乗
客
が
約
千
人
と
、
そ
れ

ま
で
に
比
べ
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。

運
行
本
数
も
増
え
、
乗
車
時
間
も

短
く
な
っ
た
こ
と
で
、
日
帰
り
で

定
山
渓
観
光
を
楽
し
む
人
も
増
加

し
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
気
軽
に
多
く
の
人
が

訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
温
泉
街
は

ま
す
ま
す
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
ビ
ア
ホ
ー
ル
で
は
色

電
球
の
装
飾
な
ど
で
観
光
客
を
呼

ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
団
体
客
が
乗
っ
た
電
車

が
駅
に
到
着
す
る
と
、
歓
迎
す
る

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
旅
館
で
は
、
食
事
や
宴
会
の
内

容
、
団
体
宿
泊
料
な
ど
の
相
談
に

応
じ
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
紹
介
し
て
い

ま
し
た
。
加
え
て
、
浴
場
を
大
き

く
し
た
り
、
建
物
を
増
築
し
た
り
、

団
体
客
用
の
大
広
間
を
設
け
た
り

す
る
な
ど
、
施
設
の
整
備
も
進
み
、

こ
の
時
期
に
定
山
渓
は
観
光
地
と

し
て
一
段
と
大
き
な
発
展
を
遂
げ

ま
し
た
。★

　
　
★
　
　
★

　
そ
の
後
、
昭
和
三
十
年
代
に
北

海
道
観
光
ブ
ー
ム
が
訪
れ
た
こ
と

で
、
温
泉
旅
館
も
高
層
化
、
近
代

化
が
一
気
に
進
み
、
外
国
か
ら
も

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
今
も
昔
も
人
々
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
る
定
山
渓
。
こ
れ
か
ら

も
多
く
の
観
光
客
に
安
ら
ぎ
を
も

た
ら
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

昭和10年代前半の定山渓（定山渓観光協会提供）

電車に変わった後の定山渓鉄道
（昭和10年。札幌市文化資料室所蔵）

昭和初期頃にホテル・旅館が発行したパンフレットの表紙（定山渓観光協会提供）

昔の交通費・宿泊費は？
　昭和 ４年の豊平から定山渓までの片
道電車運賃は65銭で、昭和 ９年の観光
パンフレットでは宿泊料が ２円50銭
から 5円と紹介されています。
　ちなみにこの頃、そばが １杯１0銭、
週刊誌が １冊１3銭くらいであったよ
うです。

多くの人で
　にぎわった
　　　　定山渓

　昭和１２年頃、定山渓を流れる豊平川でのボ
ート乗船が、行列ができるほどの人気で、私
は学校に通う傍ら、船頭のアルバイトをして
いました。私が船をこごうとすると、「ちゃ
んとこげるのかい？」と心配されたりしまし
たが、船を進めていくと美しい渓谷が広がり、
みんな喜んでくれました。
　そして、自宅前の通りにはあふれるほど観
光客がたくさんいましたね。夜も浴衣の人が
多く歩いていて、当時の定山渓は、今とはま
た違ったにぎやかさがありました。

　生まれも育ちも定山渓
で、昔の定山渓を知る森
田さんに、当時の思い出
や、定山渓の様子につい
てお話を伺いました。 森

もり

田
た

貞
さだ

雄
お

さん
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